
ウトロ遺跡神社山地点発掘報告

高橋 理

〒066千 歳市東雲町2丁 目34千 歳市教育委員会

緒 言

本報告は斜里郡斜里町ウ トロ地区に所在するウ

トロ遺跡神社山地点(遺 跡番号記載)の 発掘調査

報告である。発掘調査は1980年 と1987年 の二度に

わたって行 なわれた。 したがって本来は両方の調

査結果 を報告すべ きものであるが、第一次調査か

らかなりの年月が経過 したとともあ り詳細 な報告

ができかねる状況 となっている。よって第一次調

査の内容 についてはその一部 を報告するにとどめ、

第二次調査の内容 を中心に報告する。

各次の発掘調査の体制および実施期間は以下の

とおりである。なお()内 の職名はいずれも当

時のものである。

第一次発掘調査

調査期間1980年5月8日 ～5,月9日

調査主体 斜里町立知床博物館

調査担当者 ・参加者

金盛典夫(斜 里町立知床博物館)

村田良介(斜 里町教育委員会)

、'寸r』 ㌔ ～ ・

第二次調査

調査期間1987年8月4日 ～8月10日

調査主体 石田 肇(札 幌医科大学解剖学第二講

座)

調査協力 斜里町立知床博物館

調査担当者 ・参加者

石田 肇(札 幌医科大学解剖学第二講座)

高橋 理(東 北大学文学研究科国史学)

松田 功(斜 里町立知床博物館)

奈良貴史(慶 鷹義塾大学考古学 ・民族学)

水沢教子(東 北大学文学部考古学)

調査 にあた り斜里 町(町 長 船津英雄)、 斜里

町教育委員会(教 育長 田中輝之)に は格別のご

理解 をいただき、さまざまに御支援いただいた。

ここに衷心より感謝申し上げる次第である。 また

第二次調査の際、ご多忙な期間にもかかわらず こ

ころよく宿舎 を提供 して くだされた金盛哲夫氏、

さらに遺跡調査 にご理解 をいただいた地元の方々

に記 して篤 く感謝申し上げます。

.

Fig.1ウ トロ遺 跡神 社 山地 点 の 位 置 Fig.2ウ トロ 遺 跡 神 社 山地 点 の 位 置
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1.ウ トロ 遺 跡 の 概 要

斜 里 町 か ら北 東 へ30km、 知 床 半 島 の オ ホ ー ッ ク

海 側 中央 部 付 近 に位 置 す る ウ トロ地 区 は 漁 港 と し

て 、 また 観 光 地 と して 毎 年 賑 わ い を みせ て い る 。

ウ トロ 遺 跡 は河 野 広 道 に よ って 、 斜 里 町 史(上

巻1955年)の 『ウ トロ市 街 地』 の 項 で言 及 さ れ

て い る(河 野1955)。 す な わ ち 「ウ トロ市 街 地

の 神 社 付 近 か ら病 院付 近 に か け て前 北 式 土 器 人 ・

後 北 式 土 器 人 及 び オ ホ ー ッ ク土 器 人 の墳 墓 群 が あ

る。」(32頁)と され て い る地 区 で あ り、さ ら に 『三

オ ホ ー ツ ク式 土 器 人 の墳 墓 』 の項 で 「ウ トロ市 街

地 神 社 山付 近 に群 在 して い る。 墓 墳 は楕 円 形 を呈

し、屈 葬 体 を入 れ る 位 の 大 き さで 、深 さ は30-50cm

内 外 で あ る 。 副 葬 品 と して は オホ ー ッ ク式 土 器 ・

袋 柄 斧 ・鉄 刀 ・オ ホ ー ツ ク式 刀子 ・石 斧 ・石 鍛 そ

の 他 が発 見 され た。 墓 の 上 部 に1、2個 の 石 を置

い て あ る こ と も あ る 。」(31頁)と 説 明 され て い る

地 点 が本 遺 跡 に相 当 す る と考 え られ る。(Fig.1・

2)。

現 在 遺 跡 は市 街 地 の なか に孤 立 す る標 高30mほ

ど の丘 陵 の 西 側 崖 面 に か ろ う じて 残 っ て い る 。 直

下 の町 道 との 比 高 差 は お よ そ6mで あ る 。遺 跡 は

か つ て は 洞 窟 内 に形 成 され 、 そ の 開 口部 は 町 道 を

越 え て海 岸 に迫 っ て い た とい う こ とで あ る が 、 市

街 化 の進 行 と とも に次 第 に後 退 し、 現 在 は 洞 窟 の

奥 壁 の み が 残 っ て い る にす ぎ な い 。 しか も急 崖 の

た め現 在 も徐 々 に落 下 が 進 ん で お り、 早 急 な 調 査

が 必 要 と され て い る 。(Fig3、Ph.1・2)。

包 含 層 は 洞 窟 遺 跡 とい うこ とか ら、 崩 落 した 岩

盤 が 細 片 化 した角 礫 を主 体 と して い る。 さ ら に こ

の 角 礫 層 に 問 層 と して 木 炭 が 薄 く堆 積 す る 。 第 一

次 調 査 に お い て は角 礫 層 と木 炭 層 が 数 枚 ず つ 互 層

と な っ て い る 状 況 が認 め ら れ た よ うで あ る が 、 第

二 次 調 査 にお い て は 木 炭 層 は認 め られ ず 、基 本 層

Fig.3洞 穴奥壁の現状および遺構配置図

Fig.4基 本 層 序 ・墓 塘 埋 土 お よ び 墓 壊 断 面 図
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序 は四 枚 の 角礫 を主 体 とす る土 層

IV層)で あ る 。(Fig.4)。

1層 暗黄灰色土層

H層 淡黄灰色土層

皿層 暗黄灰色土層

IV層 暗 褐 色 土 層

(1・H・ 皿 ・

小 角 礫 を含 む 。

小 角 礫 を多 く含 む。 し ま

りな く、 粘 性 非 常 に弱 い 。

火 山 灰 を 含 む 。(Ma-b5

か)。

経2cmま で の小 角 礫 を ま

じ え る 。 しま り弱 く、 粘

性 な し。 遺 物 は検 出 さ れ

て い な い 。

小 角 礫 ま じ りの 土 層 。

2.調 査 結 果

第 一 次 調 査 に お い て は3基 の墓 墳 が 検 出 され た 。

第 二次 調 査 で は 第 一 次 調 査 にお い て頭 骨 の み を取

り上 げ て 終 了 した3号 墓 を完 掘 す る こ とか ら 開始 、

さ らに4号 人 骨 お よ び5号 墓 を検 出 し、 精 査 して

終 了 した 。 な お人 骨 の 所 見 、 考 察 につ い て は別 論

に詳 述 され て い る。

1)3号 墓(3号 人 骨)(Fig.5、ph.3・4)

皿層 よ り検 出 さ れ た 。 洞 窟 奥 壁 南 側 を一 方 の 壁

と し、 上 面 で 直 径100cm、 短 径55cmを 計 る 楕 円 形

の プ ラ ンを呈 す る 墓 堤 。 墳 底 の深 さ は確 認 面 か ら

35cmを 計 る 。埋 土 は5層 。

1層:黄 褐 色 角 礫 層 。 径5cmま で の 角 礫 を主 体

とす る 。

2層:淡 黄 褐 色 土 層 。 径5cmま で の 角礫 を含 む 。

3層:暗 褐 色 土 層 。 小 角 礫 を多 く含 む 。

4層:暗 褐 色 土 層(3層 よ りい くぶ ん 明 る い)。

径1cmま で の 小 角 礫 を多 く含 む 。 人 骨 を

直接埋納する層。

5層:暗 赤褐色土層。人骨の下から検出された

厚 さ2cmほ どのごく薄い層。墓振の櫨底

に敷 きつめられた赤色顔料 と推定される。

この墓援は前回の調査においてすでに確認され、

頭骨のみ取 り上げられていた。今回ほぼ全身の骨

格が残存 していたことが判明 した。埋葬形式は横

臥屈葬で、洞窟奥壁 を向 き大腿骨 と脛骨が接する

ほどの極 く強い屈葬である。両腕 は胸の前で折 り

曲げられていた。頭位方向は南。保存状態はきわ

めて不良であるが、熟年の女性 と判断された。副

葬品は5号 人骨に比較 して多い。土器は頭部に被

せられた甕形土器を含めて3点(藤 本e群)が 検

出された。 また骨角製品は有孔骨製円盤(ク ック

ルケシ)が1点 、尖頭器様の骨角製品が2点 、靴

箆様の骨角製品が1点 副葬 されていた。さらに曲

手刀子 など3点 の鉄製品が検出された。

2)4号 人骨(Fig.6、Ph.5)

5号 人骨の脛骨に隣接 して出土 した。墓振等の

遺構は確認されなかった。頭蓋冠および顔面頭蓋

骨の一部のみであるが、部分的に被熱 していると

い う特異な様相を呈する。熟年の男性 と推定 され

た。

3)5号 墓(5号 人骨)(Fig.7、Ph .6・7)

㎜層 中において確認 された。確認面 において長

径135cm、 短径60cmの 楕円形のプランを呈する。

墓援の確認面からの深さは50cmを 計る。埋土は4

層。

1層:黄 褐色土層。径30か ら50mmの 礫 を含む。

Fig.53号 墓 お よ び人 骨 Fig.64号 人 骨(頭 骨)
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2層:黄 灰色土層。小角礫を含む。

3層:木 炭層。厚さ2cmほ どのご く薄い層。

4層:黄 灰色土層。暗赤褐色土が斑状に混在す

る。人骨、焼土 などを含む層。

頭部 はやや大型の甕形土器(Fig.12)に 完全 に

覆われた状態で出土 した。下顎骨のみが右大腿骨

近位端付近から遊離 して検出された。埋葬状況は

上半身をのばして仰向きに横たわ り、右下肢 は膝

を立てている。仰臥膝立て葬 と称すべ きであろう

か。 また左大腿骨以下を完全に欠損 している。上

肢は右 を折 り曲げ、左 を伸ばしている。保存状態

は必ずしも良好 とはいえないが、熟年の女性 と判

断 された。頭位方向は真南からやや西に偏 りをみ

せるようである。

副葬品は3号 人骨とは対照的に非常に少ない。

土器 は頭部に被せられた甕形土器が1点(藤 本d

群)で ある。 さらに折 り曲げられた右上肢の尺骨

に接 して有孔骨製円盤(ク ックルケシ)が1点 検

出されたにすぎない。

3号 墓 との新旧関係は、いずれも皿層中より検

出された調査時には確認で きなかった。 しか し後

述するように、副葬 された土器は3号 墓の3点 が

藤本e群 、5号 墓の1点 が藤本d群 に相当すると

判断 され、3号 墓が5号 墓を切 って構築 されてい

ることが考えられる。

3.出 土 土 器

1)1号 人 骨 副 土 葬 土 器

平 底 の 甕 形 土 器 。 底 部 か ら あ ま り外 反 せ ず に立

ち 上 が り、 や や 内 弩 して 肩 部 を形 成 して 、 また緩

や か に外 反 して 唇 に い た る 。 最 大 径 は 口縁 部 に あ

る 。 底 径18cm、 口縁 外 径40cm、 器 高42cmを 計 る 。

口 唇 部 端 面 の 形 状 は 四 角 形 。 舟 窩 状 刻 文 が 口頚 部

上 半 に右 上 が りに1条 、 肩 部 直 下 に 水 平 に2条 巡

る 。 口唇 直 下 に縦 方 向 の 刻 み が1条 巡 る。 色 調 は

黒 色 。 胎 土 に砂 粒 が混 じ る。 器 面 調 整 は ナ デ 、 ミ

ガ キ。

舟 窩 状 刻 文 の み に 注 目す れ ば藤 本b群 か らc群

に相 当 し よ う。 しか し器 形 が擦 文 土 器 の そ れ に酷

似 す る 点 が 注 目 され る 。(Fig.8)

2)3号 人 骨 副 葬 土 器

①3号 人 骨 の頭 部 に被 せ られ た 平 底 のi甕形 土 器 。

肩 部 が 強 く屈 曲 して 張 り出 し、 頚 部 は外 反 して 口

唇 部 は や や 内弩 す る 。 口唇 部 端 面 は や や 丸 み を帯

び る か 平 坦 。 底 径10cm、 口 縁 部 外 径31.9cm、 器 高

32cm計 る。 胴 部 最 大 径 は31.2cm。 口唇 部 直 下 か ら

4条 の 波 状 の粘 土 紐 が 貼 り付 け ら れ 、 頚 部 の上 部

と下 部 に2条 の 平 行 す る 粘 土 紐 を貼 付 し、 細 か い

刻 み を加 え て擬 縄 文 と して い る。 そ の 間 に2条 の

粘 土 紐 を波 状 に貼 り付 け る 。 さ らに2個 一 対 の粘

土 瘤 を4ヶ 所 に施 す 。 色 調 は黒 色 で 、 炭 化 物 の付

着 が 見 られ る 。 胎 土 に砂 粒 や小 礫 が 混 じる 。 藤 本

e群 に相 当 しよ う。(Fig.9)

Fig.75号 墓 お よ び人 骨
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②平底の小型甕形土器。底部よりゆるやかに立

ち上が り、胴部中央で内傾する。頚部直下で 「く」

の字形に外反する。肥厚する頚部は直立する。底

径8cm、 胴部外径17.4cm、 口縁部外径 は14.4cmを

計る。胴部に最大径をもつ。口唇部端面はやや丸

みをもつか平坦。口縁に2条 の平行する粘土紐 を

貼付 し、その間に2条 一組の粘土紐 を波状に貼 り

つける。 また頚部から胴上半にかけて4条 の平行

する粘土紐 を貼 りつけ、下半の3条 の粘土紐の問

にさらに2条 の波状の粘土紐を貼付する。焼成 は

悪 く、色調は黒色。胎土 には砂粒、小礫を含む。

炭化物の付着がみられる。藤本e群 に相当する。

(Fig.11)

③小型平底の土器。直線的に立ち上が り、胴部

上半で内側に屈曲して肩部を形成する。そしてふ

たたび外反 して口唇部 は内弩する。口唇部端面は

やや丸み をもつか平坦。底径約9.Ocm、 口縁部外

径21.2cm、 器高17.4cmを 計る。最大径は口縁部に

ある。口唇直下から肩部上半にかけて3条 の波状

の粘土紐 を貼付する。焼成は悪 く色調は黒色。胎

土に砂粒や小礫が混 じる。炭化物の付着がみられ

る。藤本e群 と判断される。(Fig.11)

3)5号 人骨副葬土器

5号 人骨頭部に被せられていた平底の甕形土器。

底部から直線的に立ち上がり、胴部上半で内弩 し

頚部は直立する。口唇部端面形状はやや丸みを帯

び る 。 底 径10cm、 口縁 外 径30cm、 高 さ33.6cmを 計

る 。胴 部 上 半 に最 大 径 を も ち、33.2cmを 計 る。 口

唇 は折 り返 して作 出 さ れ 、 肥 厚 す る。 そ の 肥 厚 部

に3条 の 波 状 の粘 土 紐 を貼 付 す る。 頚 部 に は2条

平 行 に粘 土 紐 を貼 りつ け 、 刻 み を入 れ て 擬 縄 文 と

して い る。 さ ら にそ の下 に2条 の 波 状 の 粘 土 紐 を

貼 付 す る。 最 下 の 粘 土 紐 の 下 に 「八 」 の 字 状 の粘

土 瘤 が4ヶ 所 貼 付 さ れ る 。

焼 成 は不 良 、 色 調 は黒 色 で 部 分 的 に 暗 褐 色 。 胎

土 に砂 粒 、小 礫 が 混 じる 。 炭 化 物 が付 着 して い る 。

藤 本d群 に相 当 す る。(Fig.12)

4.副 葬 さ れ た 有 孔 骨 製 円 盤

1)3号 墓 出 土 の 有 孔 骨 製 円 盤(Ph.9一 ①)

直 径45mm、 厚 さ8.Omm、 重 量16.89を 計 る。 素

材 は不 明 。 中 央 に穿 孔 さ れ 、 直 径6.Omm。 一 方 の

面 の 外 縁 と内 縁 に沿 っ て2状 ず つ 、 あ わせ て4条

の 非 常 に精 緻 な隆 起 線 が 浮 き彫 り され て い る 。 他

の 面 に文 様 は な い。3号 人 骨 の頚 部 付 近 か ら出 土

した。 い わ ゆ る ク ッ クル ケ シ(馬 場1939、 児 玉 ・

大 場1959、 大 場1966他)で あ ろ う。

2)5号 墓 出 土 の有 孔 骨 製 円盤(Ph.8・10一 ①)

直 系52mm、 厚 さ4.3～6.Omm、 重 量12.Ogと3号

墓 例 に比 して や や 大 型 。 素 材 は 海 獣 骨 と考 え ら れ

る。 中 央 に 直 径7.Ommの 穴 が 穿 た れ る 。 片 面 に3

条 の沈 線 が 刻 まれ他 の 面 に は文 様 は な い 。5号 人

骨 の右 尺 骨 中央 部 付 近 よ り検 出 さ れ た 。

Fig.8 Fig.9 Fig.10
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5.そ の 他 の 副 葬 品

3号 墓

1)骨 角 製 品

① 接 底 よ り出土 した 骨 精 の 尖 頭 器 。現 存 長138mm、

最 大 幅9.3mm。 両 側 縁 に 刃 部 が 形 成 され 、 さ ら に

表 裏 両 面 の 中 央 部 に稜 が 作 り出 され て 断 面 形 状 は

つ ぶ れ た 菱 形 と な っ て い る 。 素 材 は不 明 。(Ph.9

一②)

② 振 底 よ りや や上 位 の レベ ル よ り出土 。 長 管 骨

を斜 め に切 断 して尖 頭 器 と して い る 。 保 存 状 態 は

非 常 に悪 い 。 現 存 部 最 大 幅8.8mm。 素 材 は不 明 で

あ る が 、 鳥 骨 で は な い 。(Ph.9一 ③)

③ 号 人骨 の 左 寛 骨 の 上 に置 か れ て い た骨 角 器 。

形 状 は靴 箆 様 で 、 全 長100mm、 現 存 部 最 大 幅40mm

を計 る 。 一 方 の端 部 に は直 径3mmほ どの孔 が2つ

穿 た れ て お り、 裏 面 に ま で達 して い る。2孔 の 開

口部 よ り長 さ40mm、 幅3mmほ どの 隆 起 帯 が 延 び る。

ま た側 縁(お そ ら く両 側 縁)は1条 の沈 線 で 縁 取

ら れ て い る 。 また2孔 あ る端 部 と は反 対 の 端 部 に

は 内側 に向 か っ て3条 の細 い 隆 起 線 が(お そ ら く

半 円 を描 くよ うに)浮 き彫 り され て い る 。 こ の 隆

起 線 は 同 じ く3号 墓 に副 葬 さ れ て い る 骨 製 円 盤

(ク ック ル ケ シ)を 縁 取 る 隆 起 線 と共 通 性 を もつ

よ うで あ る。(Ph.9一 ④)

2)鉄 製 品

① 墓 援 覆 土 よ り出 土 した鉄 器 。 現 存 長72mm、 最

大 幅11.2mm、 重 量6.8g。 一 方 の 端 部 は 緩 や か に

屈 曲 して お り、 曲手 刀 子 の柄 部 で あ ろ う。(Ph.9

一⑤)

② 墓 振 の 縁 付 近 と人 骨 腰 部 付 近 よ り出 土 した2

点 が 接 合 した 。2点 間 の 距 離 は 約25cm。 現 存 長

148mm、 最 大 幅17mm、 重 量25.9gを 計 る 曲 手 刀 子

で あ る 。(Ph.9一 ⑥)

③3号 人 骨 脊 椎 骨 中 央 部 付 近 よ り検 出 され た 鉄

製 品 。 現 存 長50.5mm、 幅3.5mm、 重 量0.9g(Ph.

9一 ⑦)

5号 墓

1)石 器(Fig.13、Ph.10一 ②)

① 凸基 有 茎 の鉄 鍛 で 石 質 は黒 曜 石 。 墓 援 覆 土 中

よ り検 出 され た。

6.墓 援内および包含層より出土 した動物遺存体

3号 墓、5号 墓より少量ながら動物遺存体が出

土 している。

1)3号 墓

①種不明鳥骨 上腕骨(r)遠 位端 を欠 く

2)5号 墓

①種不明鳥骨

②種不明獣骨

③エゾシカ

④エゾシカ?

⑤エゾシカ?

⑥種不明ネズ ミ類

⑦種不明ネズ ミ類

⑧種不明ネズ ミ類

2層

2点

層

層

層

層

4

4

4

4

火を受けて黒色化

頚椎

未筋骨?

脛骨(1)

下顎骨(r)

大腿骨2点

脛骨2点

Fig.11 Fig,12
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7.骨 角製品および動物遺存体の保存処理

副葬された有孔骨製品をはじめとする骨角製品

や動物遺存体は保存状態がきわめて劣悪であり、

何 らかの処理が必要とされた。第二次調査時には

取 り上げ後100%の エタノールに含浸 させて保存

した。その後千歳市教育委員会の田村俊之氏の御

教示に したがって保存処理 を施 した。

1)脱 水 エタノール100%に 含浸(2日)

2)置 換① アセ トン40%エ タノール溶液に含浸

(6日)

② アセ トン60%エ タノール溶液に含浸

(5日)

③ アセ トン80%エ タノール溶液に含浸

(3日)

④アセ トン100%含 浸(5日)

3)強 化 パ ラロイ ドー7220%ア セ トン溶液 に

含浸(7日)

8.ま とめ

1)本 報 告 は斜 里 郡 斜 里 町 ウ トロ地 区 に所 在 す る

ウ トロ遺 跡 神 社 山 地 点 の発 掘 調 査 の成 果 で あ

る 。

2)第 一 次 調 査 は1980年5月8日 ～5月9日 の 期

間 に行 な わ れ た。

3)第 一 次 、 第 二 次 調 査 を とお して オ ホ ー ッ ク文

化 期 に属 す る4基 の 墓 援 と5体 の 人 骨 を検 出

した。

4)1、2、4号 人 骨 は頭 部 の み で あ っ た が3、

5号 人 骨 は ほ ぼ 全 身 の骨 格 が 検 出 され た。

5)性 別 に か な りの 偏 りが み られ る。 す な わ ち4

号 人 骨 の み が 男性 で あ り、 他 はす べ て 女 性 の

人骨 と判 断 され た 。

6)埋 葬 方 法 は頭 部 に 甕 型 の土 器 を被 せ る と い点

で一 貫 して い た が 、3号 人骨 は横 臥 の 強 い屈

葬 、5号 人 骨 は仰 臥 の 膝 立 て葬 で あ っ た 。

7)頭 位 方 向 は3号 人骨 が 南 、5号 人 骨 が 南 か ら

や や西 に偏 る。

8)4号 人骨 で は耳 眼 水 平 面 か ら下 が 火 を受 けて

い る。

9)副 葬 され た 土 器 は藤 本(1966)の 分 類 に した

が え ば 、1号 墓 がbあ る い はc群 、3号 墓 が

e群 、5号 墓 がd群 と判 断 され る 。

10)副 葬 品 は土 器 、 石 器 、 骨 角 製 品 、鉄 製 品 な ど

で あ る が 、 墓 援 間 で 多 寡 が み ら れ る 。

11)3号 墓の振底には他の墓振に伴 うと考えられ

る土器が検出されてお り、本遺跡 にはまだ多

くのオホーツク文化期の遺構が残 っていると

考えられる。遺跡の崩壊が進行 していること

もあ りなんらかの措置 を講じる必要がある。

終わりに

第二次調査からはや4年 の月日が流れた。報告

までにこれほどの時間を費やして しまったのはひ

とえに筆者の勉強不足 と怠惰によるところである。

発掘調査 と報告の機会を与え、また常々激励 く

だされた札幌医科大学解剖学第二講座助教授石田

肇氏に心より感謝 したい。同講座助手大島直行氏

には調査にあた り多 くの助言をいただき、 さらに

発掘機材等を提供 していただいた。斜里町立知床

博物館館長金盛典夫氏には第一次調査の資料を提

供 していただいた。また斜里埋蔵文化財センター

の松田功氏には本報告作成にあた り土器の実測等

や筆者 との連絡など種々ご協力 をいただいた。ま

た千歳市教育委員会主事田村俊之氏には骨角器の

保存処理 について御教示いただき、薬剤の提供を

いただいた。同主事弘田宏良氏には出土遺物 につ

いて助言 を、また必要文献の紹介 をしていただい

た。松田淳子氏には土器の トレースに御協力いた

だいた。本報告 は以上の御協力をいただいて成 っ

たものである。衷心より感謝 したい。
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Ph.1 ウ トロ遺跡神社山地点の遠景(矢 印)

(オロンコ岩より)

Ph.2 遺跡の近景(町 道より)

Ph.4

響 蟹㍉野

副 葬 さ )

Ph.5 4号 人骨出土状況

Ph.3 3号 人骨出土状況(頭 骨なし) Ph.6 5号 人骨出土状況
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Ph.75号 人 骨 頭 部 Ph.8副 葬 さ れ た有 孔 骨 製 品(ク ック ル ケ ン)

Ph.93号 人 骨 に副 葬 され た 遺 物
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Ph.105号 人 骨 に副 葬 され た遺 物

註Fig1は 昭 和31年 地 理 調 査 所 発 行 の5万 分 の

1の 地 形 図 「宇 登 呂 」、 「羅 臼 」 を複 製 した も

の で あ る 。

Fig.2は 、 北 日本 測 地 株 式 会 社 に よ る5千 分

の1の 地 形 図 「ウ トロ市 街 図」 を複 製 した も

の で あ る 。
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